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社会・経済のうごき＠しんぶん．yomu 
知っておきたい日本経済トピックスを新聞から抜粋しました。（公社）長井法人会（ＴＥＬ88‐3960 ＦＡＸ88‐3823） 

 

（公社）長井法人会青年部会 何かを始めなければ、現実は何も変らない 

１０分でわかる 

 

 

 

財務省は２０２５年１２月末時点での国債と借入金、政

府短期証券を加えた、「国の借金」は１３４２兆１７２０億

円となったと発表した。前年同期比から２４兆５３５５億

円増加し、過去最大を更新した。物価高への対応や高齢化

の進展で歳出圧力が高まり、国債に依存する我が国財政体

質は依然として続いている。２０２６年度の新規国債発行

額は前年度を上回る３０兆円近くに上り、金利上昇により

利払い費が膨らみ、財政硬直化の構図はそのままだ。  

 

 

では  

 

 

厚生労働省は２０２５年平均の毎月勤労統計調査で物

価変動を反映した１人当たりの実質賃金は前年比１．３％

減だった。同省によると、昨年、基本給や残業代などを合

わせた働く人１人当たりの現金給与総額は１か月平均３５

万５９１９円で、前年比２．３％増となり、５年連続で上

昇した。就業形態別にみると、一般労働者は前年比２．９％

増の４６万５８９５円、パートタイム労働者は同２．３％

増の１１万４４５５円だった。しかし、物価変動を加味し

た実質賃金は物価上昇に追いつかず、マイナスだった。  

 

 

 

 

財務省の２０２５年国際収支速報によると、経常収支は

前年比１１．１％増の３１兆８７９９億円の黒字となった

ことが分かった。比較可能な１９８５年以降で過去最大を

２年連続で更新するとともに、初めて３０兆円を突破した。

海外の子会社から得られる配当金が増加したことに加え、

貿易収支の赤字額が縮小したことが挙げられている。また、

旅行収支は訪日客数の増加で６兆３４２９億円の黒字とな

り、過去最大を更新している。  

 

 

 

 

警察庁は２０２５年に全国の警察が認知した特殊詐欺

とＳＮＳを使った投資・ロマンス詐欺を合わせた被害額は

３２４１億１０００万円に上ったと発表した。前年より１．

６倍増となり、過去最多を更新した。警察が認知した件数

は、特殊詐欺が２万７７５８件、ＳＮＳ型詐欺が１万５１

４２件となり、急増している。とくに、警察官を語る「ニ

セ警察詐欺」の急増や若年層への被害が拡大している。同

庁では「極めて危機的で体感治安を悪化させる大きな要因

の一つになっている」と指摘している。  

 

 

 

厚生労働省が発表した２０１７年と２０１８年にがんと

新たに診断された患者の５年生存率よると、前立腺が最も

高く、膵臓は最も低かった。いずれも２０１６年に施行さ

れたがん登録推進法に基づくもので、２０１６年にがんと

診断された患者の生存率を初めて同省が発表した。５年生

存率では、前立腺が最も高く、２０１７年が９２．２％、

２０１８年が９２．５％だった一方、最低が膵臓で、それ

ぞれ１２．６％、１３．５％だった。 

 

 

 

 

農林水産省が全国約６千の小売店で販売したコメ５キ

ロの平均価格を調査したところ、４１４５円だった。前週

比３円高く、２週連続で値上がりしていた。全国９地域の

うち６地域が４千円以上で、最も高かったのは東海の４２

８７円で、続いて北陸の４２８３円、近畿の４２５８円だ

った。逆に４千円を下回ったのは、北海道、中国・四国、

九州・沖縄。近畿と中国・四国は５週連続での値下がりと

なった。  

 

 

 

 

調査会社インテージが、全国１５～７９歳の女性を対象

に２０２６年のバレンタインデーに関する意識調査を行っ

たところ、女性の４２．８％が「チョコレートを渡す予定

はない」と答えていることが分かった。また、贈る相手を

尋ねたところ、「家族」が３８．７％、「友人」が１１．２％、

「義理チョコ」が７．９％で、そのいずれもが前年より減

少している。一方、近年増加が伝えられる「自分用」も微

増の２１．３％だった。平均予算は８．１％増の４９４３

円だった。  

 

 

 

 

明治安田総合研究所が全国１８～５４歳の男女を対象

にした「恋愛・結婚に関するアンケート調査」によると、

未婚者の７６．３％が「交際相手はいない」と答えている

ことが分かった。その理由について、女性は「結婚の必要

性を感じない」とし、男性は「自由に使えるお金が減る」

ことを理由に挙げている。とくに、結婚観について、未婚

者のうち「結婚したい」と答えたのは３６．８％にとどま

っている。また、理想の連絡頻度は「毎日１回程度」、理想

のデートは「週１回程度」が最多で、適度な距離感を求め

る傾向がみられた。  
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２０２５年実質賃金、４年連続マイナス 

未婚者の７６％が「交際相手はいない」 

特殊・SNS 詐欺被害額は３２４１億円  

 バレンタインデー、４割が「チョコ」渡さない 

が 

 

コメ価格、２週連続上昇の５キロ４１４５円  


